
　

平
成
23
年
11
月
14
日
と
15
日
の
2
日
間
、

福
岡
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
に
お
い
て
、

本
学
東
ア
ジ
ア
環
境
研
究
機
構
（
Ｒ
Ｉ
Ｅ

Ａ
Ｅ
）
の
主
催
に
よ
り
「
第
5
回
東
ア
ジ
ア

環
境
問
題
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
Ｅ
Ａ
Ｅ
Ｐ

２
０
１
１
）」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
5
回

目
の
開
催
と
な
る
今
回
は
、
日
本
お
よ
び

中
国
の
共
同
研
究
者
ら
１
２
０
名
を
超
え

る
参
加
者
が
あ
り
ま
し
た
。

　

開
会
に
あ
た
り
、
落
合
英
俊
Ｒ
Ｉ
Ｅ
Ａ

Ｅ
副
機
構
長
（
本
学
理
事
・
副
学
長
）
か

ら
挨
拶
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
引
き
続
き
、

大
野
木
昇
司
氏
（
日
中
環
境
協
力
支
援
セ

ン
タ
ー
有
限
会
社
）
及
び
島
岡
隆
行
教
授

（
本
学
工
学
研
究
院
）
か
ら
、
中
国
の
低
炭

素
政
策
と
日
中
協
力
、
そ
し
て
廃
棄
物
処

理
に
関
す
る
基
調
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

　

研
究
発
表
で
は
、Ｒ
Ｉ
Ｅ
Ａ
Ｅ
が
取
り
組

む
10
の
研
究
分
野
（
都
市
環
境
、
低
炭
素

都
市
シ
ス
テ
ム
、
フ
ー
ド
リ
ス
ク
研
究
、

水
環
境
、
砂
漠
化
防
止
、
生
物
生
産
環
境
、

大
気
環
境
、
海
洋
環
境
、
環
境
化
学
、
環

境
計
画
・
政
策
）
か
ら
、
海
外
か
ら
の
投

稿
論
文
18
編
を
含
む
計
40
編
の
研
究
成
果

が
発
表
さ
れ
、
若
手
研
究
者
を
交
え
た
活

発
な
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
２
年
ぶ
り
の
日
本
開
催
と
な
る
Ｅ
Ａ

Ｅ
Ｐ
２
０
１
１
で
は
、
当
機
構
発
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
、
中
国
メ
ガ
シ
テ
ィ
に

お
け
る
循
環
型
廃
棄
物
処
理
技
術
研
究（
都

市
環
境
グ
ル
ー
プ
）
や
太
湖
の
生
態
系
調

査
（
水
環
境
グ
ル
ー
プ
）、
そ
し
て
砂
漠
化

研
究
の
中
国
拠
点
形
成
（
砂
漠
化
防
止
グ

ル
ー
プ
）
の
成
果
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

翌
15
日
に
は
、
多
分
野
の
問
題
が
同
時

発
生
す
る
東
ア
ジ
ア
の
環
境
問
題
に
対
し

て
、
分
野
横
断
的
な
研
究
機
構
で
あ
る
Ｒ

Ｉ
Ｅ
Ａ
Ｅ
が
な
す
べ
き
こ
と
、
が
議
題
に

取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。Ｅ
Ａ
Ｅ
Ｐ
２
０
１

１
の
副
題
で
あ
り
、
ア
ジ
ア
全
域
で
進
行

す
る
都
市
化
は
、
人
口
の
集
中
に
よ
り
東

ア
ジ
ア
の
環
境
問
題
を
さ
ら
に
進
行
さ
せ

る
の
か
、
あ
る
い
は
環
境
技
術
の
整
っ
た

都
市
に
環
境
問
題
が
集
約
さ
れ
る
こ
と
で

問
題
が
緩
和
さ

れ
る
の
か
、
と

い
う
議
論
が
交

わ
さ
れ
ま
し

た
。
議
論
に
は
、

廃
棄
物
処
理
や

都
市
設
計
な
ど

都
市
を
フ
ィ
ー

ル
ド
と
す
る
研

究
者
に
と
ど
ま

ら
ず
、
生
態
工
学
や
食
品
汚
染
、
乾
燥
地

研
究
な
ど
農
村
、
自
然
環
境
で
の
研
究
者

か
ら
の
意
見
が
相
次
ぎ
、
都
市
化
が
東
ア

ジ
ア
全
域
の
環
境
問
題
に
密
接
に
関
わ
っ

て
い
る
実
態
が
浮
き
彫
り
と
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
現
地
の
環
境
問
題
の
解
決
を
志
向
す

る
Ｒ
Ｉ
Ｅ
Ａ
Ｅ
と
し
て
、
最
先
端
の
環
境

技
術
の
開
発
だ
け
で
な
く
、
現
地
の
ニ
ー

ズ
に
適
合
し
た
中
間
技
術
の
模
索
に
も
注
力

す
べ
き
で
あ
る
な
ど
、
機
構
の
今
後
の
方
針

が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　

Ｒ
Ｉ
Ｅ
Ａ
Ｅ
は
発
足
か
ら
3
年
目
を
向
か

え
て
お
り
、
構
成
す
る
10
の
研
究
グ
ル
ー
プ

に
よ
り
個
々
の
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
全
て

立
ち
上
が
り
ま
し
た
。２
０
１
２
年
度
に
は
、

得
ら
れ
た
科
学
的
知
見
を
現
地
の
環
境
問
題

の
解
決
に
適
用
す
る
実
証
研
究
の
段
階
に
入

り
ま
す
。
実
証
研
究
を
進
め
る
上
で
欠
か
せ

な
い
、
中
国
の
行
政
・
研
究
機
関
の
ニ
ー
ズ

と
Ｒ
Ｉ
Ｅ
Ａ
Ｅ
の
活
動
と
を
調
整
し
、
連
携

を
深
め
る
場
と
し
て
、
こ
の
国
際
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
は
今
年
も
開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
（
Ｅ

Ａ
Ｅ
Ｐ
２
０
１
２
）。
関
係
各
位
の
ご
支
援

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（
東
ア
ジ
ア
環
境
研
究
機
構 
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近
年
、
経
済
を
は
じ
め
社
会
の
多
く
の

面
で
国
際
化
が
進
む
中
、
大
学
教
育
の
国

際
化
を
進
め
る
こ
と
が
急
務
と
し
て
、
東

京
大
学
の
「
入
学
時
期
の
在
り
方
に
関
す

る
懇
談
会
」
が
秋
入
学
へ
の
全
面
移
行
を

積
極
的
に
検
討
す
べ
き
と
の
中
間
ま
と
め

を
公
表
し
ま
し
た
。
東
京
大
学
の
発
表
を

受
け
て
、
政
界
や
財
界
な
ど
で
も
歓
迎
の

動
き
が
あ
る
な
ど
、
社
会
に
お
い
て
大
学

教
育
に
対
す
る
活
発
な
議
論
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

九
州
大
学
に
お
い
て
も
、
近
年
外
国
人
留

学
生
の
数
は
増
え
続
け
、
平
成
23
年
11
月
に

は
２
，
０
０
０
人
を
超
え
ま
し
た
。
文
部
科

学
省
の
国
際
化
拠
点
整
備
事
業
（
グ
ロ
ー
バ

ル
30
）
の
採
択
を
受
け
、
平
成
22
年
10
月
か

ら
は
、工
学
部
と
農
学
部
の
二
つ
の
学
部
で
、

外
国
人
留
学
生
を
対
象
と
し
た
英
語
の
授
業

の
み
で
学
士
の
学
位
の
取
得
が
可
能
な
国
際

コ
ー
ス
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
毎
年
20
数

名
の
留
学
生
が
秋
季
に
入
学
し
学
習
に
励
ん

で
い
ま
す
。
大
学
院
に
お
い
て
も
、
ほ
と
ん

ど
の
学
府
で
秋
季
に
も
入
学
者
の
受
け
入
れ

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
い
っ
た
状
況
も
踏
ま
え
、
九
州
大

学
に
お
い
て
は
、
髙
栁
涼
一
理
事
・
副
学

長
を
チ
ー
フ
と
す
る
「
秋
入
学
検
討
会
議
」

を
立
ち
上
げ
、
秋
入
学
の
本
格
的
な
実
施

に
つ
い
て
の
検
討
を
開
始
し
ま
し
た
。
２

月
６
日
に
開
催
さ
れ
た
第
１
回
の
会
議
に

お
い
て
は
、
有
川
総
長
が
「
法
人
化
後
運

営
費
交
付
金
が
削
減
さ
れ
る
中
、
国
立
大

学
は
数
多
く
の
改
革
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

そ
れ
で
も
な
お
、
社
会
か
ら
は
大
学
の
改

革
が
見
え
な
い
と
言
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ

か
ら
は
社
会
と
大
学
が
一
緒
に
な
っ
て
大

学
の
あ
り
方
に
つ
い
て
考
え
て
い
く
必
要

が
あ
る
。
秋
入
学
の
検
討
は
そ
の
ひ
と
つ
」

と
挨
拶
を
行
い
ま
し
た
。
検
討
会
は
す
で

に
２
回
の
会
議
を
開
催
し
て
お
り
、
今
後
、

九
州
大
学
で
の
秋
入
学
の
本
格
実
施
の
実

現
可
能
性
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
て
い
き

ま
す
。

第1回検討会議の様子

平成23年度学士課程国際コース入学式

学
内
に
秋
入
学
検
討
会
議
を
設
置

秋入学検討会議構成員：20 名（平成 24 年 4 月 1 日現在）
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